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１.条例
じょうれい

制定
せいてい

の背景
はいけい

 

 

 障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

に向
む

けた取組
とりく

みが国際的
こくさいてき

に進展
しんてん

する中
なか

、日本
にほん

は、2007（平
へい

成
せい

１

９）年
ねん

に「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

」に署名
しょめい

し、以来
いらい

、国
こく

内法
ないほう

の整備
せいび

をはじめと

する障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

に係
かか

る取組
とりく

みを進
すす

めることになります。 

 2011（平成
へいせい

２３）年
ねん

６月
がつ

に「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障害者
しょうがいしゃ

の擁護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

）が成立
せいりつ

し、同年
どうねん

８月
がつ

に「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」が

改正
かいせい

され、「差別
さべつ

の禁止
きんし

」を基本
きほん

原則
げんそく

として規定
きてい

しました。2012（平成
へいせい

２４）年
ねん

６月
がつ

に

「地域
ちいき

社会
しゃかい

における共生
きょうせい

の実現
じつげん

に向
む

けて新
あら

たな障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

施策
しさく

を講
こう

ずるための

関係
かんけい

法律
ほうりつ

の整備
せいび

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

）が制定
せいてい

され、また、「国
くに

等
とう

によ

る障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害
しょうがい

者優
しゃゆう

先調達
せんちょうたつ

推進法
すいしんほう

）が成立
せいりつ

し、2013（平成
へいせい

２５）年
ねん

６月
がつ

には「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

法
ほう

」の

改正
かいせい

により雇用
こよう

の分野
ぶんや

での障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

が禁止
きんし

され、また、「障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

）が成立
せいりつ

し、2016（平
へい

成
せい

２８）年
ねん

４月
がつ

から施行
しこう

されました。その間
かん

、2014（平成
へいせい

２６）年
ねん

１月
がつ

に、「障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

」に批准
ひじゅん

することになります。 

 こうして、障
しょう

がい者
しゃ

を取巻
とりま

く法
ほう

整備
せいび

がされたところではありますが、本市
ほんし

において

2018（平成
へいせい

３０）年度
ねんど

から進
すす

められている「栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい福祉
ふくし

プラン
ぷ ら ん

」を策定
さくてい

するに

あたり、市内
しない

の障
しょう

がい者
しゃ

を対象
たいしょう

としたアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

や障
しょう

がい者
しゃ

及
およ

び障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

へのヒアリング
ひ あ り ん ぐ

、障
しょう

がい団体
だんたい

との懇談会
こんだんかい

を開
かい

催
さい

した中
なか

で、「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

」

が施行
しこう

されてから１年
ねん

余
あま

り経過
けいか

しているにもかかわらず、障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

でも法律
ほうりつ

のこ

とを知
し

らない人
ひと

が約
やく

半数
はんすう

おり、また、差別
さべつ

や嫌
いや

な思
おも

いをした経験
けいけん

があるとアンケート
あ ん け ー と

に答
こた

えた障
しょう

がい者
しゃ

が２２．４ ％
ぱーせんと

いるという結果
けっか

でした。 

 こうしたことから、本市
ほんし

では、毎年
まいねん

、障害者
しょうがいしゃ

週
しゅう

間
かん

に合
あ

わせ、講師
こうし

を招
まね

いての講演
こうえん

会
かい

やシンポジウム
し ん ぽ じ う む

等
とう

を開
かい

催
さい

し、また、市
し

広報
こうほう

を通
とお

して啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

っておりますが、

今後
こんご

はより積極的
せっきょくてき

に啓発
けいはつ

等
とう

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があると感
かん

じました。 

 そこで、こうした状 況
じょうきょう

を解
かい

消
しょう

し、誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らしていけるような取組
とりく

みを

これからも進
すす

めるためには、法
ほう

だけに委
ゆだ

ねるのではなく、栃木市
と ち ぎ し

としてより一層
いっそう

の施策
しさく

等
とう

の推進
すいしん

が必要
ひつよう

であるとの考
かんが

えに立
た

ち、「栃木市
と ち ぎ し

共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

のための障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

条例
じょうれい

」を制定
せいてい

するものです。 
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 なお、本条例
ほんじょうれい

と同時
どうじ

に、「栃木市
と ち ぎ し

手話
しゅわ

言語
げんご

条例
じょうれい

」を制定
せいてい

しています。この条例
じょうれい

は、

様々
さまざま

な障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

のうち、手話
しゅわ

について

は、「手話
しゅわ

はろう者
しゃ

が育
はぐく

んできた独自
どくじ

の言語
げんご

であり、日本語
に ほ ん ご

のような音声
おんせい

言語
げんご

とは異
こと

な

る言語
げんご

である」との考
かんが

えの下
もと

、他
た

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

とは別
べつ

に、単独
たんどく

の条例
じょうれい

として制定
せいてい

されましたが、本条例
ほんじょうれい

と一体的
いったいてき

に施策
しさく

を推進
すいしん

していくものです。 
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２．条例
じょうれい

の概要
がいよう

 

 

（１）基本
きほん

理念
りねん

・市
し

・市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の責務
せきむ

（第
だい

３条
じょう

～第
だい

５条
じょう

） 

  共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

するために必要
ひつよう

な、障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する差別
さべつ

の解消
かいしょう

について、

その基
き

本理念
ほんりねん

を定
さだ

めるとともに、市
し

、市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の責務
せきむ

を明記
めいき

します。 

 

（２）施策
しさく

の推進
すいしん

（第
だい

７条
じょう

～第
だい

１４条
じょう

） 

  啓発
けいはつ

活動
かつどう

の実施
じっし

、交流
こうりゅう

機会
きかい

の拡大
かくだい

、学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

等
とう

、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に

向
む

けた市
し

の施策
しさく

を定
さだ

めています。 

  

（３）不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

（第
だい

１５条
じょう

） 

  何人
なんぴと

も、障
しょう

がい者
しゃ

の生命
せいめい

、身体
しんたい

の安全
あんぜん

確保
かくほ

のためにやむを得
え

ない場合
ばあい

、その他
た

正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

を除
のぞ

いて、障
しょう

がい者
しゃ

の生活
せいかつ

にかかわる次
つぎ

の分野
ぶんや

について、

禁止
きんし

される具体的
ぐたいてき

な行為
こうい

を示
しめ

しています。 

  ・福祉
ふくし

 

 ・医療
いりょう

 

 ・教育
きょういく

 

 ・建物
たてもの

、公共
こうきょう

交通
こうつう

 

 ・住宅
じゅうたく

 

 ・商品
しょうひん

販売
はんばい

、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

 

 ・労働
ろうどう

 

  ・情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 

 

（４）社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

（第
だい

１６条
じょう

） 

  市
し

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

は、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

について、障
しょう

がい者
しゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

、その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が

過重
かじゅう

でないときは、障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することがないよう、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を

しなければならないものとし、市民
しみん

は、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をするよう努
つと

めるものとします。

また、市
し

は、市民
しみん

が合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

うときは、支援
しえん

に努
つと

めます。 
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（５）相談
そうだん

体制
たいせい

（第
だい

１７条
じょう

） 

  市
し

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

（不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

い、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

等
とう

）

があったときは、助言
じょげん

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

、関係者
かんけいしゃ

相互間
そうごかん

の調整
ちょうせい

、行政
ぎょうせい

機関
きかん

への通知
つうち

、

通報
つうほう

等
とう

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

じます。 

 

（６）差別
さべつ

解消
かいしょう

のための措置
そ ち

（第
だい

１８条
じょう

～第
だい

２２条
じょう

） 

  第三者的
だいさんしゃてき

な立場
たちば

で、当事者
とうじしゃ

とともに問題
もんだい

を解決
かいけつ

するため、「栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

委員会
いいんかい

」を設置
せっち

します。 

  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを受
う

け、相談
そうだん

により解決
かいけつ

されないときは、この「栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

委員会
いいんかい

」に対
たい

し、解決
かいけつ

のためのあっせんを求
もと

めることができま

す。また、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱い
とりあつかい

をしたと認
みと

められる事
じ

業者
ぎょうしゃ

が、正当
せいとう

な理由
りゆう

なくあっ

せん案
あん

を受
じゅ

諾
だく

しない場合
ばあい

などにおける市長
しちょう

の勧告
かんこく

及
およ

び公表
こうひょう

について定
さだ

めています。 
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３．条例
じょうれい

と障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の相違点
そういてん

 

 

 条例
じょうれい

と障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

では、主
おも

に次
つぎ

の点
てん

が異
こと

なります。 

 

（１）法
ほう

では、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの内容
ないよう

は、具体的
ぐたいてき

には示
しめ

し

ていませんが、条例
じょうれい

では、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いとなる行為
こうい

について障
しょう

がい者
しゃ

の生活上
せいかつじょう

での複数
ふくすう

の分野
ぶんや

について例示的
れいじてき

に示
しめ

しています。 

 

（２）法
ほう

では、相談
そうだん

対応
たいおう

と解決
かいけつ

を図るために必要
ひつよう

な体制
たいせい

整備
せいび

をする旨
むね

の規定
きてい

はあり

ますが、具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

は定
さだ

めていません。一方
いっぽう

、条例
じょうれい

では相談
そうだん

対応
たいおう

と紛争
ふんそう

解決
かいけつ

のための手段
しゅだん

として、「あっせん」、「勧告
かんこく

」、「公表
こうひょう

」について規定
きてい

しています。 
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４．条例
じょうれい

の解説
かいせつ

 

 

前文
ぜんぶん

 

 わが国
くに

では、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭和
しょうわ

４５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

８４号
ごう

）をはじめとする国
こく

内法
ないほう

が整備
せいび

され障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

が批准
ひじゅん

されたところでありますが、障
しょう

が

いや障
しょう

がい者
しゃ

への誤解
ごかい

や理解
りかい

不足
ぶそく

から、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

が生
しょう

じ、障
しょう

がい者
しゃ

の日々
ひ び

の

生活
せいかつ

の中
なか

で、障
しょう

がいを理由
りゆう

とした不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いなどの差別
さべつ

は、今日
こんにち

においても

存在
そんざい

しています。 

 こうした状 況
じょうきょう

を解消
かいしょう

し、誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らしていくために、全
すべ

ての市民
しみん

が

障
しょう

がいや障
しょう

がい者
しゃ

への理解
りかい

を深
ふか

め、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた

取組
とりくみ

を進
すす

める必要
ひつよう

があります。 

 ここに、市民
しみん

一人
ひとり

ひとりが、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、分
わ

け隔
へだ

てられることな

く、お互
たが

いを理解
りかい

し、思
おも

いやりや共
とも

に支
ささ

え合
あ

う気持
き も

ちを大切
たいせつ

にした共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

することを決意
けつい

し、この条例
じょうれい

を制定
せいてい

します。 

【解説
かいせつ

】 

〇 前文
ぜんぶん

では、障
しょう

がいを理由
りゆう

とした差別
さべつ

を解消
かいしょう

するため、障
しょう

がいや障
しょう

がい者
しゃ

への

理解
りかい

を深
ふか

め、差別
さべつ

解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりく

みを進
すす

めることが必要
ひつよう

であること。栃木
とちぎ

市民
しみん

一人
ひとり

ひとりが、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

理解
りかい

・思
おも

いや

り・共
とも

に支
ささ

え合
あ

う気持
き も

ちを大切
たいせつ

にした共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

していくことへの決意
けつい

・姿勢
しせい

を述
の

べています。 

 

 （目的
もくてき

） 

第
だい

１条
じょう

 この条例
じょうれい

は、本市
ほんし

における障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

し、基本
きほん

理念
りねん

を定
さだ

め、市
し

、市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の責務
せきむ

を明
あき

らかにするとともに、障
しょう

が

いを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に関
かん

する施策
しさく

の基本
きほん

となる事項
じこう

を定
さだ

めることにより、

相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄与
き よ

することを

目的
もくてき

とする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の理念
りねん

にのっとり、また、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に

関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

）の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の
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解消
かいしょう

に向
む

けて必要
ひつよう

な事項
じこう

等
とう

を定
さだ

めることにより、全
すべ

ての市民
しみん

、事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び市
し

が一
ひと

つとなって主体的
しゅたいてき

に取組
とりく

み、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を推進
すいしん

するため本条例
ほんじょうれい

を制定
せいてい

する

ものです。 

 

 （定義
ていぎ

） 

第
だい

２条
じょう

 この条例
じょうれい

において、次
つぎ

の各号
かくごう

に掲
かか

げる用語
ようご

の意義
い ぎ

は、当該
とうがい

各号
かくごう

に定
さだ

める

ところによる。 

 (1) 障
しょう

がい者
しゃ

 身体障
しんたいしょう

がい、知的
ちてき

障
しょう

がい、精神障
せいしんしょう

がい（発達障
はったつしょう

がいを含
ふく

む。）

その他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障
しょう

がい（以下
い か

「障
しょう

がい」と総称
そうしょう

する。）がある者
もの

であ

って、障
しょう

がい及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に若
も

しくは断続的
だんぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるものをいう。 

 (2) 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

 障
しょう

がいがある者
もの

にとって日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む

上
うえ

で障
しょう

壁
へき

となるような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のもの

をいう。 

 (3) 事業者
じぎょうしゃ

 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

）第
だい

２条
じょう

第
だい

７号
ごう

に規定
きてい

する事業者
じぎょうしゃ

のうち、市
し

の区域内
くいきない

において

商 業
しょうぎょう

その他
た

の事業
じぎょう

を行
おこな

う者
もの

をいう。 

【解説
かいせつ

】 

〇 「障
しょう

がい者
しゃ

」の範囲
はんい

を明
あき

らかにするとともに、障
しょう

がい者
しゃ

の定義中
ていぎちゅう

に用
もち

いられて

いる「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

」を定義
ていぎ

しています。 

 

 ・第
だい

１号
ごう

関係
かんけい

 

「障
しょう

がい者
しゃ

」とは、①心身
しんしん

の機能
きのう

の障
しょう

がい（明示
めいじ

されている障
しょう

がいに限
かぎ

らず、

高
こう

次
じ

脳
のう

機能障
きのうしょう

がい、難病
なんびょう

や慢性
まんせい

疾患
しっかん

による心身
しんしん

の機能
きのう

の障
しょう

がいなどを含
ふく

みま

す。）であること、②障
しょう

がい及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により、継続的
けいぞくてき

に又
また

は断続的
だんぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

、社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあることのいずれにも該当
がいとう

する者
もの

です。 

   なお、「障
しょう

がい者
しゃ

」には、障
しょう

がい児
じ

も含
ふく

まれています。 

  「継続的
けいぞくてき

に若
も

しくは断続的
だんぞくてき

に」とは、症 状
しょうじょう

が連続
れんぞく

している場合
ばあい

、断続的
だんぞくてき

な場合
ばあい

、

周期的
しゅうきてき

な場合
ばあい

も含
ふく

みます。 



8 

 

   また、治癒
ち ゆ

が見込
み こ

まれる一時的
いちじてき

な怪我
け が

（例
たと

えば、骨折
こっせつ

等
とう

）により、一時的
いちじてき

に「心身
しんしん

の機能
きのう

の障
しょう

がいにある」状態
じょうたい

についても、「継続的
けいぞくてき

若
も

しくは断続的
だんぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

」に含
ふく

めます。 

 

 ・第
だい

２号
ごう

関係
かんけい

 

「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

」とは、障
しょう

がいのある者
もの

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に制限
せいげん

をもた

らす原因
げんいん

となる一切
いっさい

のものであり、明示
めいじ

されている「事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

」の

ほか、これらいずれに該当
がいとう

するか明
あき

らかでないものや、これら以外
いがい

のものも含
ふく

みま

す。 

   障
しょう

がいがある者
もの

にとって日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で障壁
しょうへき

となるよ

うな社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

の具体的
ぐたいてき

な例
れい

は次
つぎ

のとおりです。 

  「事物
じぶつ

」････････道路
どうろ

や建物
たてもの

の段差
だんさ

（肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

にとっての障壁
しょうへき

）など 

  「制度
せいど

、慣行
かんこう

」･･･電話
でんわ

のみに限
かぎ

った申込
もうしこ

み（聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

にとっての障壁
しょうへき

）、

申請
しんせい

書類
しょるい

等
とう

で自筆
じひつ

しか認
みと

めない（視覚障
しかくしょう

がい者
しゃ

にとっての

障壁
しょうへき

）など 

  「観念
かんねん

」････････ 障
しょう

がいに対
たい

する理解
りかい

不足
ぶそく

から生
しょう

じる誤解
ごかい

や偏見
へんけん

（意識上
いしきじょう

の

障壁
しょうへき

）など 

 

 ・第
だい

３号
ごう

関係
かんけい

 

  「事業者
じぎょうしゃ

」とは、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５

年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

）第
だい

２条
じょう

第
だい

７号
ごう

に規定
きてい

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

をいい、具体的
ぐたいてき

には、飲食
いんしょく

店
てん

、スーパー
す ー ぱ ー

等
とう

の商店
しょうてん

、タクシー
た く し ー

やバス
ば す

の運行
うんこう

会社
がいしゃ

、障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する事業所
じぎょうしょ

などが挙
あ

げられます。 

 

【参考
さんこう

】 

障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

）

第
だい

２条
じょう

第
だい

７号
ごう

 

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

 商 業
しょうぎょう

その他
た

の事業
じぎょう

を行
おこな

う者
もの

(国
くに

、独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

等
とう

、地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

及
およ

び地方
ちほう

独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

を除
のぞ

く。)をいう。 
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 （基本
きほん

理念
りねん

） 

第
だい

３条
じょう

 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

は、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、等
ひと

し

く基
き

本的
ほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

する個人
こじん

として尊厳
そんげん

が重
おも

んぜられ、その尊厳
そんげん

にふさわしい

生活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

を有
ゆう

することが尊重
そんちょう

されることを基本
きほん

として推進
すいしん

されなければ

ならない。 

２ 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

は、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

のため、障
しょう

がい及
およ

び障
しょう

がい者
しゃ

に関
かん

する理解
りかい

を深
ふか

め、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、互
たが

いに個性
こせい

と人格
じんかく

が

尊重
そんちょう

されることを基本
きほん

として推進
すいしん

されなければならない。 

３ 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

は、全
すべ

ての市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

は地域
ちいき

社会
しゃかい

を構成
こうせい

する多様
たよう

な主体
しゅたい

であり、互
たが

いに協 力
きょうりょく

していく存在
そんざい

であることを基本
きほん

として推進
すいしん

されなければならない。 

【解説
かいせつ

】 

〇 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

し、共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に向
む

けた基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

を

規定
きてい

しています。 

 

 

・第
だい

１項
こう

関係
かんけい

 

私
わたし

たちは一人
ひとり

ひとり別々
べつべつ

の「個性
こせい

」があります。個人
こじん

として認
みと

め合
あ

いながら互
たが

い

を尊重
そんちょう

することが重要
じゅうよう

で、障
しょう

がいがあってもなくても等
ひと

しく基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

する個人
こじん

として、全
すべ

ての市民
しみん

の尊厳
そんげん

が重
おも

んぜられること及
およ

びその尊厳
そんげん

にふさわしい

地域
ちいき

生活
せいかつ

を営
いとな

む権利
けんり

が尊重
そんちょう

されることを基本
きほん

として障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の

解消
かいしょう

を推進
すいしん

していくことを規定
きてい

しています。 

 

・第
だい

２項
こう

関係
かんけい

 

障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

を制約
せいやく

する障壁
しょうへき

は、障
しょう

がいや障
しょう

がい者
しゃ

に関
かん

する理解
りかい

の

不足
ふそく

が原
げん

因
いん

である場合
ばあい

が多
おお

くあると考
かんが

えられます。これらの障壁
しょうへき

を解消
かいしょう

し、

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

していくため、私
わたし

たち一人
ひとり

ひとりが、障
しょう

がいや障
しょう

がい者
しゃ

への

理解
りかい

を深
ふか

め、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、分
わ

け隔
へだ

てられることなく、思
おも

いやりや共
とも

に支
ささ

え合
あ

う気持
き も

ちをもって、互
たが

いの個性
こせい

を認
みと

め合
あ

い尊重
そんちょう

し合
あ

うことを基本
きほん

として

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

していくことを規定
きてい

しています。 
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・第
だい

３項
こう

関係
かんけい

 

私
わたし

たちが暮
く

らす地域
ちいき

社会
しゃかい

は、多様
たよう

な個性
こせい

を持
も

った人
ひと

たちが暮
く

らしています。その

ような人
ひと

たちの様々
さまざま

な考
かんが

え方
かた

や意見
いけん

を尊重
そんちょう

し、認
みと

め合
あ

うことが重要
じゅうよう

です。互
たが

いが

言
い

いたいことを一方的
いっぽうてき

に主張
しゅちょう

するのではなく、地域
ちいき

社会
しゃかい

に暮
く

らす一人
ひとり

ひとりや企業
きぎょう

、

団体
だんたい

、行政
ぎょうせい

などが互
たが

いの立場
たちば

を認
みと

め合
あ

い、相互
そうご

に協 力
きょうりょく

していくことを基本
きほん

として

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

していくことを規定
きてい

しています。 

 

 （市
し

の責務
せきむ

） 

第
だい

４条
じょう

 市
し

は、前条
ぜんじょう

に定
さだ

める基本
きほん

理念
りねん

（以下
い か

「基本
きほん

理念
りねん

」という。）にのっとり、

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に関
かん

する施策
しさく

を計画的
けいかくてき

に実施
じっし

する責務
せきむ

を有
ゆう

す

る。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市
し

の責務
せきむ

として、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に関
かん

する施策
しさく

を計画的
けいかくてき

に実施
じっし

することについて規定
きてい

しています。 

 

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための施策
しさく

は、障
しょう

がい福祉
ふくし

分野
ぶんや

にとどまり

ません。日常
にちじょう

生活
せいかつ

はもちろん社会
しゃかい

生活
せいかつ

にも関係
かんけい

してきますので、幅広
はばひろ

い施策
しさく

を

計画的
けいかくてき

に実施
じっし

することとしています。 

 

 （市民
しみん

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

） 

第
だい

５条
じょう

 市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

は、基本
きほん

理念
りねん

にのっとり、障
しょう

がい及
およ

び障
しょう

がい者
しゃ

に関
かん

す

る理解
りかい

を深
ふか

めるとともに、市
し

が実施
じっし

する障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解
かい

消
しょう

に関
かん

す

る施策
しさく

に協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めなければならない。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の責務
せきむ

として、基本
きほん

理念
りねん

にのっとり、障
しょう

がいと障
しょう

がい者
しゃ

に関
かん

す

る理解
りかい

を深
ふか

め、市
し

が実施
じっし

する障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解
かい

消
しょう

するための施策
しさく

に

協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めることについて規定
きてい

しています。 

 

  全
すべ

ての市民
しみん

は、基本
きほん

理念
りねん

に示
しめ

すとおり互
たが

いを尊重
そんちょう

し、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわら
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ず市
し

民
みん

一人
ひとり

ひとりが互
たが

いに理解
りかい

を深め
ふかめ

、共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

していくために、市
し

が実施
じっし

する障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための施策
しさく

に協 力
きょうりょく

すること（それぞれ

の立場
たちば

でできる配慮
はいりょ

など）を求
もと

めています。 

  なお、「市民
しみん

」には、個人
こじん

としての市民
しみん

の他
ほか

に、各種
かくしゅ

団体
だんたい

なども含
ふく

まれます。 

 

 （栃木県
とちぎけん

との連携
れんけい

） 

第
だい

６条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に関
かん

する施策
しさく

が円滑
えんかつ

かつ効果的
こうかてき

に

推進
すいしん

されるよう、栃木県
とちぎけん

と連携
れんけい

を図
はか

るものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 栃木県
とちぎけん

との連携
れんけい

について規定
きてい

しています。 

 

  栃木県
とちぎけん

では2016（平成
へいせい

２８）年
ねん

４月
がつ

に「栃木県
とちぎけん

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

条例
じょうれい

」を

制定
せいてい

しています。 

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に対
たい

し本市
ほんし

と県
けん

で密接
みっせつ

に連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

し、差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりく

みを進
すす

めていきます。 

 

 

 （啓発
けいはつ

） 

第
だい

７条
じょう

 市
し

は、市民
しみん

及
おび

び事業者
じぎょうしゃ

が障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に対
たい

する理解
りかい

を深
ふか

められるよう、啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

うものとする。 

 （交流
こうりゅう

機会
きかい

の拡大
かくだい

） 

第
だい

８条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がい者
しゃ

及び障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

又
また

は障
しょう

がい者
しゃ

同士
どうし

の交流
こうりゅう

の

機会
きかい

の拡
かく

大
だい

及
およ

び充実
じゅうじつ

を通
とお

して、その相互
そうご

理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

るものとする。 

 

【解説
かいせつ

】 

〇 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

け、市
し

が実施
じっし

する施策
しさく

について規定
きてい

していま

す。第
だい

７条
じょう

、第
だい

８条
じょう

は、啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

及
およ

び障
しょう

がい者
しゃ

と障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

と

の交流
こうりゅう

促進
そくしん

について規定
きてい

しています。 

 

障
しょう

がい及
およ

び障
しょう

がい者
しゃ

に関
かん

する理解
りかい

不足
ぶそく

から生
しょう

じる誤解
ごかい

や偏見
へんけん

などによる差別
さべつ
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を解消
かいしょう

するため、第
だい

７条
じょう

は直接的
ちょくせつてき

な理解
りかい

促進
そくしん

のための啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

し、第
だい

８

条
じょう

では、障
しょう

がい者
しゃ

と障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

が交流
こうりゅう

する機会
きかい

の拡大
かくだい

を通
とお

して理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

 （情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

及
およ

び提供
ていきょう

） 

第
だい

９条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための取組
とりくみ

に資
し

するよう、

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

及
およ

びその解消
かいしょう

のための取組
とりくみ

に関
かん

する情報
じょうほう

を収 集
しゅうしゅう

し、及
およ

び提
てい

供
きょう

するものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりく

みを推進
すいしん

するため、差別
さべつ

の事例
じれい

、

差別
さべつ

の解消
かいしょう

のための取組
とりく

みの事例
じれい

などの情報
じょうほう

を市
し

が収 集
しゅうしゅう

し、それを提供
ていきょう

する

ことを規定
きてい

しています。 

 

  障
しょう

がい者
しゃ

が実際
じっさい

に受
う

けた差別
さべつ

、市民
しみん

が見聞
み き

きした差別
さべつ

などの事例
じれい

を市
し

が収 集
しゅうしゅう

す

るとともに、その解消
かいしょう

のための取組
とりく

みについても事例
じれい

を収 集
しゅうしゅう

していきます。 

  収 集
しゅうしゅう

した情報
じょうほう

を基
もと

に、差別
さべつ

の解消
かいしょう

のために必要
ひつよう

な啓発
けいはつ

や実際
じっさい

に差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための取組
とりく

みに関
かん

する好事例
こうじれい

などを広報紙
こうほうし

による周知
しゅうち

や各種
かくしゅ

団体
だんたい

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

などを行
おこな

っていきます。 

 

 （市民
しみん

及
おび

び事業者
じぎょうしゃ

への学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

） 

第
だい

１０条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がい者
しゃ

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

（手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

、

点
てん

訳者
やくしゃ

、音
おん

訳者
やくしゃ

その他
た

の障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

の疎通
そつう

を支援
しえん

する者
もの

をいう。以下
い か

同
おな

じ。）、社会
しゃかい

福祉
ふくし

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

と協 力
きょうりょく

し、障
しょう

がい者
しゃ

の差別
さべつ

を解消
かいしょう

するために、障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じて、次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じこう

の重要性
じゅうようせい

について市民
しみん

及
おび

び事業者
じぎょうしゃ

が

学習
がくしゅう

する機会
きかい

を提供
ていきょう

するよう努
つと

めるものとする。 

 (1) 情報
じょうほう

の伝達
でんたつ

を行
おこな

う際
さい

に、障
しょう

がいの有無
う む

や内容
ないよう

にかかわらず、障
しょう

がい者
しゃ

と

障
しょう

がい者
しゃ

でない者
もの

が同等
どうとう

の情報
じょうほう

を提供
ていきょう

される必要
ひつよう

があること。 

 (2) 手話
しゅわ

、要約
ようやく

筆記
ひっき

、点字
てんじ

、音訳
おんやく

、代筆
だいひつ

、触手話
しょくしゅわ

、平易
へいい

な表現
ひょうげん

、絵図
え ず

、重度障
じゅうどしょう

がい者用
しゃよう

意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そうち

、パーソナルコンピュータ
ぱ ー そ な る こ ん ぴ ゅ ー た

等
とう

の情報
じょうほう

機器
き き

その他
た

の障
しょう

が

い者
しゃ

が本人
ほんにん

以外
いがい

の者
もの

との意思
い し

の疎通
そつう

を図
はか

るための手段
しゅだん

（以下
い か

「コミュニケーシ
こ み ゅ に け ー し
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ョン
ょ ん

手段
しゅだん

」という。）の利用
りよう

を普及
ふきゅう

すること。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市
し

が関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

と協 力
きょうりょく

し、情報
じょうほう

の保障
ほしょう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

につ

いて、その重要性
じゅうようせい

を市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

が学習
がくしゅう

する機会
きかい

を提供
ていきょう

するよう努
つと

めること

を規定
きてい

しています。 

 

 ・ 手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

、点
てん

訳者
やくしゃ

、音
おん

訳者
やくしゃ

などのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

、

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

などの社会
しゃかい

福祉
ふくし

関係
かんけい

団体
だんたい

と協 力
きょうりょく

し、情報
じょうほう

保障
ほしょう

の重要性
じゅうようせい

を学
まな

ぶため、市
し

の出前
でまえ

講座
こうざ

、啓発
けいはつ

のための講演会
こうえんかい

、各種
かくしゅ

団体
だんたい

が開催
かいさい

する講座
こうざ

等
とう

により、

市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

が学習
がくしゅう

する機会
きかい

を設
もう

けます。 

 ・ また、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

の普及
ふきゅう

についても同様
どうよう

に、市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

向
む

けの学習
がくしゅう

機会
きかい

の提供
ていきょう

を行
おこな

います。 

 

 （学校
がっこう

等
とう

における障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

の保障
ほしょう

及
およ

びコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

の推進
すいしん

） 

第
だい

１１条
じょう

 市
し

は、市内
しない

に存
そん

する子
こ

ども・子育
こそだ

て支援法
しえんほう

（平成
へいせい

２４年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

）

第
だい

２７条
じょう

第
だい

１項
こう

に規定
きてい

する特定
とくてい

教育
きょういく

・保育
ほいく

施設
しせつ

及
およ

び同法
どうほう

第
だい

２９条
じょう

第
だい

１項
こう

に規
き

定
てい

する特定
とくてい

地域型
ちいきがた

保育事
ほ い く じ

業者
ぎょうしゃ

並
なら

びに学校
がっこう

教育法
きょういくほう

（昭和
しょうわ

２２年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

２６号
ごう

）

第
だい

１ 条
じょう

に規定
きてい

する学校
がっこう

において、 障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

の保障
ほしょう

及
およ

び

コミュニ
こ み ゅ に

ケーション
け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

の推進
すいしん

に努
つと

めるものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市内
しない

の保育
ほいく

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

、小中学校
しょうちゅうがっこう

などにおいて障
しょう

がいの特性
とくせい

に

応
おう

じた情報
じょうほう

の保障
ほしょう

及
およ

びコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

を推進
すいしん

していくことを規定
きてい

しています。 

 ・ この条
じょう

に規定
きてい

する学校
がっこう

等
とう

の具体例
ぐたいれい

は、次
つぎ

のようなものです。なお、ここでいう

学校
がっこう

等
とう

には公立
こうりつ

だけでなく私立
しりつ

も含
ふく

みます。 

   ・保育
ほいく

園
えん

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

 

   ・小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

、高等
こうとう

学校
がっこう

、高等
こうとう

専門
せんもん

学校
がっこう

、大学
だいがく

 

   ・特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

 

 ・ 障
しょう

がい者
しゃ

が通
かよ

う学校
がっこう

等
とう

において、障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

の保障
ほしょう

及
およ

びコ
こ
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ミュニケーション
み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

が図
はか

られるよう、支援
しえん

体制
たいせい

や環境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

して

いきます。 

 ・ また、児童
じどう

・生徒
せいと

が通
かよ

う学校
がっこう

等
とう

において、手話
しゅわ

、要約
ようやく

筆記
ひっき

、点字
てんじ

、平易
へいい

な表現
ひょうげん

、

絵図
え ず

などのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

を学
まな

ぶ機会
きかい

を設
もう

ける（手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

による手話
しゅわ

の授業
じゅぎょう

等
とう

）など、障
しょう

がい者
しゃ

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が図
はか

り易
やす

くなるような環境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

していきます。 

 

 （環境
かんきょう

の整備
せいび

） 

第
だい

１２条
じょう

 市
し

は、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

の派遣
はけん

等
とう

、障
しょう

がい者
しゃ

が障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう

により、情報
じょうほう

を取得
しゅとく

しやすい環境
かんきょう

を

整備
せいび

するよう努
つと

めるものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 障
しょう

がい者
しゃ

が障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

を利用
りよう

できることで、

情報
じょうほう

を取得
しゅとく

しやすい環境
かんきょう

整備
せいび

に努
つと

めることを規定
きてい

しています。 

 

  手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

の派遣
はけん

、市
し

役所
やくしょ

における手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の設置
せっち

などの環境
かんきょう

整備
せいび

を推進
すいしん

していきます。 

 （コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

の養成
ようせい

） 

第
だい

１３条
じょう

 市
し

は、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

が確保
かくほ

されるよう、コミュニケーショ
こ み ゅ に け ー し ょ

ン
ん

支援者
しえんしゃ

の養成
ようせい

に努
つと

めるものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

の確保
かくほ

のため、市
し

がその養成
ようせい

に努
つと

めることを規定
きてい

してい

ます。 

  手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

、点
てん

訳者
やくしゃ

、音
おん

訳者
やくしゃ

などのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援者
しえんしゃ

を確保
かくほ

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

による養成
ようせい

講座
こうざ

の開設
かいせつ

などを行
おこな

うことにより、支援者
しえんしゃ

を養成
ようせい

していきます。 

 

 （情報
じょうほう

の発信
はっしん

） 

第
だい

１４条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がい者
しゃ

が市政
しせい

に関
かん

する情報
じょうほう

を円滑
えんかつ

に取得
しゅとく

することができる

よう、障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

を利用
りよう

することにより、
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当該
とうがい

情報
じょうほう

を発信
はっしん

するよう努
つと

めるものとする。 

２ 市
し

は、災害
さいがい

その他
た

非常
ひじょう

の事態
じたい

が発生
はっせい

したとき、又
また

は発生
はっせい

するおそれがあると認
みと

めるときは、障
しょう

がい者
しゃ

が障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手段
しゅだん

により

情報
じょうほう

を取得
しゅとく

し、又
また

は情報
じょうほう

が伝達
でんたつ

されるよう、体制
たいせい

の整備
せいび

に努
つと

めるものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市
し

が行
おこな

うべき障
しょう

がい者
しゃ

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

の発信
はっしん

について規定
きてい

しています。 

 

 ・第
だい

１項
こう

関係
かんけい

 

  障
しょう

がい者
しゃ

が情報
じょうほう

を取得
しゅとく

しやすいような手段
しゅだん

を使
つか

い、市政
しせい

に関
かん

する情報
じょうほう

の発信
はっしん

に努
つと

めることを規定
きてい

しています。 

  具体的
ぐたいてき

な情報
じょうほう

の発信
はっしん

については、次
つぎ

のようなものがあります。 

   ・点字版
てんじばん

の広報紙
こうほうし

の発行
はっこう

 

   ・音声
おんせい

読
よ

み上
あ

げに対応
たいおう

したホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

 

   ・ＦＡＸ
ふぁっくす

番号
ばんごう

及
およ

びメールアドレス
め ー る あ ど れ す

を付
ふ

した問
と

い合
あ

わせ先
さき

の記載
きさい

（広報紙
こうほうし

、ホーム
ほ ー む

ページ
ぺ ー じ

など） 

 

 

 ・第
だい

２項
こう

関係
かんけい

 

  災害
さいがい

や非常
ひじょう

の事態
じたい

に係
かか

る情報
じょうほう

の発信
はっしん

について、障
しょう

がい者
しゃ

が取得
しゅとく

しやすい、また、

障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して伝達
でんたつ

しやすい情報
じょうほう

の発信
はっしん

ができるような体制
たいせい

の整備
せいび

に努
つと

める

ことを規定
きてい

しています。 

  体制
たいせい

の整備
せいび

については、次
つぎ

のようなものがあります。 

   ・テレビ
て れ び

画面
がめん

への災害
さいがい

情報
じょうほう

の掲載
けいさい

など音声
おんせい

以外
いがい

の情報
じょうほう

伝達
でんたつ

体制
たいせい

の整備
せいび

 

   ・要配慮者向
ようはいりょしゃむ

け避難所
ひなんじょ

の周知
しゅうち

体制
たいせい

の整備
せいび

 

 

 （不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

） 

第
だい

１５条
じょう

 何人
なんぴと

も、障
しょう

がい者
しゃ

の生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

の安全
あんぜん

の確保
かくほ

のためやむを得
え

ないと

認
みと

められる場合
ばあい

その他
た

の正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

を除
のぞ

き、次
つぎ

に掲
かか

げる行為
こうい

をしては

ならない。 

 (1) 障
しょう

がい者
しゃ

が福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

することを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、若
も

しくはこれに
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条
じょう

件
けん

を付
ふ

し、又
また

は強制
きょうせい

すること。 

 (2) 障
しょう

がい者
しゃ

が医療
いりょう

を受
う

けることを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、若
も

しくはこれに条件
じょうけん

を付
ふ

し、又
また

は強制
きょうせい

すること。 

 (3) 障
しょう

がい者
しゃ

が年齢
ねんれい

及
およ

び能力
のうりょく

に応
おう

じ、かつ、その特性
とくせい

を踏
ふ

まえた教育
きょういく

を受
う

け

ることを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、又
また

はこれに条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

 (4) 障
しょう

がい者
しゃ

が不特定
ふとくてい

多数
たすう

の者
もの

の利用
りよう

に供
きょう

される建物
たてもの

その他
た

の施設
しせつ

又
また

は公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

を利用
りよう

することを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、又
また

はこれに条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

 (5) 障
しょう

がい者
しゃ

との間
あいだ

で不動産
ふどうさん

の売買
ばいばい

又
また

は賃貸借
ちんたいしゃく

、賃借権
ちんしゃくけん

の譲渡
じょうと

若
も

しくは

賃借物
ちんしゃくぶつ

の転
てん

貸
たい

に係
かか

る契約
けいやく

を締結
ていけつ

することを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、又
また

はこれに条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

 (6) 前各号
ぜんかくごう

に掲
かか

げるもののほか、 障
しょう

がい者
しゃ

が商品
しょうひん

を購入
こうにゅう

すること又
また

は

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

することを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、又
また

はこれらに条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

 (7) 労働者
ろうどうしゃ

の募集
ぼしゅう

又
また

は採用
さいよう

に関
かん

し、障
しょう

がい者
しゃ

の応募
おうぼ

又
また

は採用
さいよう

を拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、

又
また

はこれに条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

 (8) 雇用
こよう

する障
しょう

がい者
しゃ

の賃金
ちんぎん

、労働
ろうどう

時間
じかん

、配置
はいち

、昇進
しょうしん

、教育
きょういく

訓練
くんれん

、福利
ふくり

厚生
こうせい

その他
た

の労働
ろうどう

条件
じょうけん

について不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いをし、又
また

は障
しょう

がい者
しゃ

を解雇
かいこ

する

こと。 

 (9) 障
しょう

がい者
しゃ

への情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、又
また

はこれに条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

 (10) 障
しょう

がい者
しゃ

からの意思
い し

の表明
ひょうめい

を受
う

けることを拒否
きょひ

し、制限
せいげん

し、又
また

はこれに

条件
じょうけん

を付
ふ

すこと。 

【解説
かいせつ

】 

〇 障
しょう

がい者
しゃ

に対する不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

について規定
きてい

しています。 

 

 ・ 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

は、第
だい

７条
じょう

第
だい

1項
こう

で行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

に対
たい

して、第
だい

８条
じょう

第
だい

１項
こう

で事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

して、障
しょう

がいを理由
りゆう

として障
しょう

が

い者
しゃ

でない者
しゃ

と不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをすることにより、障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を

侵害
しんがい

することを、それぞれ禁止
きんし

しています。 

しかし、この法律
ほうりつ

においては、具体的
ぐたいてき

にどのような行為
こうい

が不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに

該当
がいとう

するかは規定
きてい

されていません。 

 ・ この条
じょう

では、市
し

として想定
そうてい

される不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて、次
つぎ

のとおり
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分類
ぶんるい

して規定
きてい

しています。 

   ・福祉
ふくし

（第
だい

１号
ごう

） 

  ・医療
いりょう

（第
だい

２号
ごう

） 

  ・教育
きょういく

(第
だい

３号
ごう

） 

  ・建物
たてもの

、公共
こうきょう

交通
こうつう

（第
だい

４号
ごう

） 

  ・住宅
じゅうたく

（第
だい

５号
ごう

） 

  ・商品
しょうひん

販売
はんばい

、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

（第
だい

６号
ごう

） 

  ・労働
ろうどう

（第
だい

７号
ごう

、第
だい

８号
ごう

） 

  ・情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

（第
だい

９号
ごう

、第
だい

１０号
ごう

）   

  

 第
だい

１号
ごう

関係
かんけい

 

   福祉
ふくし

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

しています。 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・障
しょう

がいのある人
ひと

本人
ほんにん

の意思
い し

を確認
かくにん

せず、親族
しんぞく

と行政
ぎょうせい

のみで施設
しせつ

入所
にゅうしょ

などの

サービス
さ ー び す

利用
りよう

を決
き

めること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、施設内
しせつない

での行事
ぎょうじ

や娯楽
ごらく

への参加
さんか

を制限
せいげん

すること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の提 供 中
ていきょうちゅう

に本人
ほんにん

の体調
たいちょう

が急変
きゅうへん

し、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

を中止
ちゅうし

して医療
いりょう

を受
う

けさせる必要
ひつよう

があ

る場合
ばあい

などが考
かんが

えられます。 

 

 第
だい

２号
ごう

関係
かんけい

 

  医療
いりょう

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

しています。 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・医療
いりょう

機関
きかん

や薬局
やっきょく

において、人的
じんてき

体制
たいせい

、設備
せつび

体制
たいせい

が整
ととの

っており、対応
たいおう

可能
かのう

であ

るにもかかわらず、障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に診断
しんだん

・入院
にゅういん

・調剤
ちょうざい

等
とう

を拒否
きょひ

す

ること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、治療
ちりょう

の方針
ほうしん

や内容
ないよう

を説明
せつめい

しないこと。 

  ・パニック
ぱ に っ く

を起
お

こした障
しょう

がいのある人
ひと

の診察
しんさつ

を、次回
じかい

以降
いこう

断
ことわ

ること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、医師
い し

が治療
ちりょう

を行
おこな

う際
さい

に、障
しょう

が

い者
しゃ

がパ
ぱ

ニック
に っ く

を起
お

こしてしまい、これ以上
いじょう

治療
ちりょう

継続
けいぞく

すると身体
しんたい

を傷
きず

つけてしま
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うような場合
ばあい

が考
かんが

えられます。 

 

 第
だい

３号
ごう

関係
かんけい

 

  教育
きょういく

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

しています。ここでは、

「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」第
だい

１６条
じょう

第
だい

１項
こう

、「教育
きょういく

基本法
きほんほう

」第
だい

４条
じょう

第
だい

２項
こう

の規定
きてい

による

必要
ひつよう

な施策
しさく

・支援
しえん

を講
こう

じなければなりません。 

 

【参考
さんこう

】 

  障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭
しょう

和
わ

４５年
ねん

法
ほう

律
りつ

第
だい

８４号
ごう

） 

 （教育
きょういく

） 

 第
だい

１６条
じょう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、障害者
しょうがいしゃ

が、その年齢
ねんれい

及
およ

び能力
のうりょく

に応
おう

じ、か

つ、その特性
とくせい

を踏
ふ

まえた十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

が受
う

けられるようにするため、可能
かのう

な限
かぎ

り

障害者
しょうがいしゃ

である児童
じどう

及
およ

び生徒
せいと

が障害者
しょうがいしゃ

でない児童
じどう

及
およ

び生徒
せいと

と共
とも

に教育
きょういく

を受
う

けら

れるよう配慮
はいりょ

しつつ、教育
きょういく

の内容
ないよう

及
およ

び方法
ほうほう

の改善
かいぜん

及
およ

び充実
じゅうじつ

を図
はか

る等
とう

必要
ひつよう

な

施策
しさく

を講
こう

じなければならない。 

  教育
きょういく

基本法
きほんほう

（平
へい

成
せい

１８年
ねん

法
ほう

律
りつ

第
だい

１２０号
ごう

） 

 （教育
きょういく

の機会
きかい

均等
きんとう

） 

 第
だい

４条
じょう

 (略) 

 ２ 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、障害
しょうがい

のある者
もの

が、その障害
しょうがい

の状態
じょうたい

に応
おう

じ、十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を受
う

けられるよう、教 育 上
きょういくじょう

必要
ひつよう

な支援
しえん

を講
こう

じなければならない。 

 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・当該障
とうがいしょう

がい児
じ

や保護者
ほ ご し ゃ

の意見
いけん

聴取
ちょうしゅ

、説明
せつめい

を行
おこな

わず、又
また

は意見
いけん

を尊重
そんちょう

しない

で、障
しょう

がい児
じ

が就学
しゅうがく

すべき学校
がっこう

を決定
けってい

すること。 

  ・学校側
がっこうがわ

の一方的
いっぽうてき

な判断
はんだん

で、保護者
ほ ご し ゃ

の付
つ

き添
そ

いや介助
かいじょ

を入学
にゅうがく

の条件
じょうけん

とすること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、入学
にゅうがく

試験
しけん

の出願
しゅつがん

の受理
じゅり

や入学
にゅうがく

を断
ことわ

ること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、一方的
いっぽうてき

に学校
がっこう

行事
ぎょうじ

等
とう

への参加
さんか

を制限
せいげん

すること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、心臓
しんぞう

に障
しょう

がいのある児童
じどう

・生徒
せいと

が学校
がっこう

行事
ぎょうじ

での登山
とざん

への参加
さんか

を希望
きぼう

したものの、医師
い し

の意見
いけん

を聞
き

いた上
うえ

で登山
とざん

は

困難
こんなん

と判断
はんだん

し、不参加
ふ さ ん か

とせざるを得
え

なかった場合
ばあい

などが考
かんが

えられます。 
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 第
だい

４号
ごう

関係
かんけい

 

  建物
たてもの

、公共
こうきょう

交通
こうつう

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

しています。こ

こでいう施設
しせつ

とは、公的
こうてき

施設
しせつ

・民間
みんかん

施設
しせつ

を問
と

わず、学校
がっこう

・病院
びょういん

・劇場
げきじょう

・集 会 場
しゅうかいじょう

・

展示場
てんじじょう

・ホテル
ほ て る

・デパート
で ぱ ー と

・事務所
じ む し ょ

など多数
たすう

の者
もの

が利用
りよう

する施設
しせつ

をいい、施設
しせつ

の規模
き ぼ

は要件
ようけん

とはなりません。また、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

とは、公営
こうえい

、民営
みんえい

を問
と

わず、鉄道
てつどう

・バス
ば す

などをいいます。 

  【不当
ふとう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・車
くるま

いすを使用
しよう

していることを理由
りゆう

に、タクシー
た く し ー

への乗車
じょうしゃ

を拒否
きょひ

すること。 

  ・車
くるま

いすを使用
しよう

している人
ひと

がバス
ば す

や鉄道
てつどう

を利用
りよう

する時
とき

、乗車
じょうしゃ

できる場所
ばしょ

や時間
じかん

帯
たい

を制限
せいげん

すること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、施設
しせつ

等
とう

への入 場
にゅうじょう

や利用
りよう

を一律
いちりつ

に又
また

は一方的
いっぽうてき

に

断
ことわ

ること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、物理的
ぶつりてき

な構造上
こうぞうじょう

、車
くるま

いすで中
なか

に入
はい

ると施設
しせつ

が損傷
そんしょう

してしまう場合
ばあい

などが考
かんが

えられます。 

 

 

 第
だい

５号
ごう

関係
かんけい

 

  住宅
じゅうたく

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

しています。不動産
ふどうさん

の取引
とりひき

に関
かん

し、障
しょう

がい者
しゃ

又
また

は障
しょう

がい者
しゃ

と同居
どうきょ

する者
もの

に対
たい

し、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取
とり

扱
あつか

いをす

ることを禁止
きんし

しています。（障
しょう

がい者
しゃ

と同居
どうきょ

する者
もの

が不動産
ふどうさん

取引
とりひき

の主体
しゅたい

（契約者
けいやくしゃ

）

であっても、実質的
じっしつてき

に障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

が不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いを受
う

けることにつながるた

め、障
しょう

がい者
しゃ

と同居
どうきょ

する者
もの

も含
ふく

めています。） 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、賃貸
ちんたい

物件
ぶっけん

の契約
けいやく

を一律
いちりつ

に断
ことわ

ること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、賃貸
ちんたい

契約
けいやく

の条件
じょうけん

に障
しょう

がい者
しゃ

でない人
ひと

の同居
どうきょ

を

求
もと

めること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、建物
たてもの

の構造上
こうぞうじょう

、車
くるま

いすで中
なか

に

入
はい

ることができないため、賃貸
ちんたい

契約
けいやく

の申込
もうしこ

みができない場合
ばあい

などが考
かんが

えられます。 

 



20 

 

 第
だい

６号
ごう

関係
かんけい

 

  商品
しょうひん

販売
はんばい

・サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

してい 

 ます。サービスは、有償
ゆうしょう

無償
むしょう

を問
と

わず、あらゆる商 業
しょうぎょう

サービス
さ ー び す

又
また

は公共
こうきょう

サービス
さ ー び す

を含
ふく

みます。 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・店舗
てんぽ

に盲導犬
もうどうけん

と一緒
いっしょ

に入 場
にゅうじょう

しようとしたら、「障
しょう

がいのある人
ひと

は対応
たいおう

できな

い」、又
また

は「動物
どうぶつ

の同伴
どうはん

はできない」とし、一方的
いっぽうてき

に入 場
にゅうじょう

を断
ことわ

ること。 

  ・対応
たいおう

を後回
あとまわ

しにしたり、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

時間
じかん

を制限
せいげん

すること。 

  ・障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

もせず、サービス
さ ー び す

の利用
りよう

を断
ことわ

ること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、コンサート
こ ん さ ー と

や映画
えいが

など観客
かんきゃく

が

静
しず

かにしていることが必要
ひつよう

な場所
ばしょ

で、障
しょう

がいの特性上
とくせいじょう

、奇声
きせい

を発
はっ

してしまうな

ど他
た

の観客
かんきゃく

に対
たい

して、サービス
さ ー び す

の質
しつ

が 著
いちじる

しく損
そこ

なわれる場合
ばあい

などが考
かんが

えられ

ます。 

 

 第
だい

７号
ごう

関係
かんけい

・第
だい

８号
ごう

関係
かんけい

 

  労働
ろうどう

分野
ぶんや

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

しています。 

  第
だい

７号
ごう

は労働者
ろうどうしゃ

の募集
ぼしゅう

や採用
さいよう

の段階
だんかい

で、 障
しょう

がいを理由
りゆう

とした不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

について規定
きてい

しています。 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・投薬
とうやく

により落
お

ち着
つ

いているにもかかわらず、うつ病
びょう

やてんかんがあることを理由
りゆう

 

   に、採用
さいよう

面接
めんせつ

を断
ことわ

る、内定
ないてい

を取
とり

消
け

すなどの行為
こうい

をすること。 

  ・業務
ぎょうむ

遂行上
すいこうじょう

必要
ひつよう

がないにもかかわらず、障
しょう

がいのある人
ひと

のみが排除
はいじょ

される

条件
じょうけん

を付
つ

けること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、事業
じぎょう

の遂行上
すいこうじょう

必要
ひつよう

な業務
ぎょうむ

（大型
おおがた

車両
しゃりょう

の運転
うんてん

、危険性
きけんせい

の高
たか

い機械
きかい

の操作
そうさ

等
とう

）ができないため、採用
さいよう

を断
ことわ

る

場合
ばあい

などが考
かんが

えられます。 

 

  第
だい

８号
ごう

は採用後
さいようご

の労働者
ろうどうしゃ

としての障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの

禁止
きんし

について規定
きてい

しています。 
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  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

しているにもかかわらず、障
しょう

がいの特性上
とくせいじょう

、難
むずか

しい

職種
しょくしゅ

に就
つ

かせること。 

  ・障
しょう

がいがあることのみを理由
りゆう

に、正当
せいとう

な評価
ひょうか

をせず昇進
しょうしん

させないこと。 

  ・単
たん

に障
しょう

がいがあることを理由
りゆう

に、退職
たいしょく

を勧
すす

めること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、障
しょう

がいのある労働者
ろうどうしゃ

に可能
かのう

な

配慮
はいりょ

を行
おこな

うことを検討
けんとう

しても、事業
じぎょう

遂行上
すいこうじょう

必要
ひつよう

とされる業務
ぎょうむ

ができなくなっ

たため、配置
はいち

転換
てんかん

等
とう

をせざるを得
え

なくなった場合
ばあい

などが考
かんが

えられます。 

 

 第
だい

９号
ごう

関係
かんけい

・第
だい

１０号
ごう

関係
かんけい

 

  情報
じょうほう

・コミュニケーション分
こ み ゅ に け ー し ょ ん ぶ ん

野
や

における不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いについて規定
きてい

して

います。 

  第
だい

９号
ごう

は障
しょう

がい者
しゃ

から情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を求
もと

められた場合
ばあい

の不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い

の禁止
きんし

について規定
きてい

しています。 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・「知的障
ちてきしょう

がいのある人
ひと

にはわからないだろう」という理由
りゆう

で、情報
じょうほう

提供
ていきょう

をしな

いこと。 

  ・聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいのある人
ひと

が筆談
ひつだん

での情報
じょうほう

提供
ていきょう

を求
もと

めた時
とき

に、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の付
つ

き 

   添
そ

いを求
もと

めること。 

※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、情報
じょうほう

を提供
ていきょう

することにより、

他者
たしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

（例
れい

：プライバシー権
ぷ ら い ば し ー け ん

）を侵害
しんがい

する恐れがあると認
みと

められる場合
ばあい

は

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

に応
おう

じないということが考
かんが

えられます。 

 

  第
だい

１０号
ごう

は障
しょう

がい者
しゃ

が意思
い し

を表明
ひょうめい

する場合
ばあい

において、その障
しょう

がいを理由
りゆう

とする

不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

について規定
きてい

しています。 

  【不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの具体例
ぐたいれい

】 

  ・予約
よやく

申込
もうしこ

みの方法
ほうほう

を電話
でんわ

申込
もうしこ

みのみとして、聴覚
ちょうかく

に障
しょう

がいのある人
ひと

からの

ファックス
ふ ぁ っ く す

等
とう

による申込
もうしこ

みを認
みと

めないこと。 

  ・障
しょう

がい者
しゃ

が支援者
しえんしゃ

と一緒
いっしょ

に説明
せつめい

を受
う

けている時
とき

、本人
ほんにん

を無視
む し

し、支援者
しえんしゃ

に対
たい

し

て全
すべ

ての説明
せつめい

や確認
かくにん

をすること。 
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※  不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いに当
あ

たらない例
れい

としては、障
しょう

がい者
しゃ

が求
もと

めた意思
い し

表示
ひょうじ

の

方法
ほうほう

（例
れい

：手話
しゅわ

）によっては、その内容
ないよう

を確認
かくにん

できる者
もの

がいないため、筆談
ひつだん

など

他
た

の方法
ほうほう

を取
と

ろうとしても、その方法
ほうほう

に応
おう

じてもらえないといったことが考
かんが

えら

れます。 

 

【参考
さんこう

】 

障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

） 

（行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

における障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

） 

第
だい

７条
じょう

 行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

は、その事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とし

て障害
しょうがい

者
しゃ

でない者
もの

と不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをすることにより、障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

してはならない。 

２（略
りゃく

） 

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

における障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

） 

第
だい

８条
じょう

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、その事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障害
しょうがい

を理由
りゆう

として障害者
しょうがいしゃ

でな

い者
もの

と不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いをすることにより、障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

して

はならない。 

２（略
りゃく

） 

 （社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

のための合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

） 

第
だい

１６条
じょう

 市
し

は、その事務
じ む

又
また

は事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障
しょう

がい者
しゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でないときは、障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならな

いよう、当該障
とうがいしょう

がい者
しゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び障
しょう

がいの状態
じょうたい

に応
おう

じて、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

をしなければならない。 

２ 市民
しみん

は、障
しょう

がい者
しゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の

表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でないときは、障
しょう

がい

者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならないよう、当該障
とうがいしょう

がい者
しゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び

障
しょう

がいの状態
じょうたい

に応
おう

じて、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な

配慮
はいりょ

をするように努
つと

めなければならない。 

３ 事業者
じぎょうしゃ

は、その事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障
しょう

がい者
しゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん
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が過重
かじゅう

でないときは、障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

することとならないよう、当該
とうがい

障
しょう

がい者
しゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

及
およ

び障
しょう

がいの状態
じょうたい

に応
おう

じて、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の

実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

をしなければならない。 

４ 市
し

は、市民
しみん

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

が前
ぜん

２項
こう

に規定
きてい

する必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

を行
おこな

うとき

は、支援
しえん

するよう努
つと

めるものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

の実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

について規定
きてい

していま

す。 

 

 ・ 「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

」とは、第
だい

２条
じょう

第
だい

２号
ごう

で定義
ていぎ

しているとおり、「障
しょう

がいがある

者
もの

にとって日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で障壁
しょうへき

となるような社会
しゃかい

におけ

る事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
た

一切
いっさい

のもの」をいいます。 

・ 「社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

」（合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

）とは、

社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を取
とり

除
のぞ

くため、特定
とくてい

の障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して個別
こべつ

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じて講
こう

じられるべき措置
そ ち

のことをいいます。  

・ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、障
しょう

がい者
しゃ

の個別
こべつ

の状 況
じょうきょう

により必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

が異
こと

なることから、

「障
しょう

がい者
しゃ

から現
げん

に社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の意思
い し

の表明
ひょうめい

が

あった場合
ばあい

において」との条件
じょうけん

をつけています。 

・ 障
しょう

がい者
しゃ

からの意思
い し

の表明
ひょうめい

については、障
しょう

がい者
しゃ

の家族
かぞく

、支援者
しえんしゃ

、介助者
かいじょしゃ

、

通
つう

訳者
やくしゃ

、法定
ほうてい

代理人
だいりにん

など、 障
しょう

がい者
しゃ

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を支援
しえん

する人
ひと

の

サポート
さ ぽ ー と

により本人
ほんにん

の意思
い し

が表明
ひょうめい

されることも含
ふく

みます。 

・ 障
しょう

がい者
しゃ

からの意思
い し

の表明
ひょうめい

については、言葉
ことば

だけでなく、身振
み ぶ

りや手振
て ぶ

りなど

の態度
たいど

で表明
ひょうめい

されることもあります。支援
しえん

が必要
ひつよう

かどうか、本人
ほんにん

に確認
かくにん

した上
うえ

で、

必要
ひつよう

な合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をしていくことも求
もと

められます。 

・ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

う際
さい

に「その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でないときは」との条件
じょうけん

をつけています。 

これは、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供者
ていきょうしゃ

に求
もと

められる配慮
はいりょ

は多種多様
たしゅたよう

であり、大
おお

きな

金銭的
きんせんてき

負担
ふたん

や人的
じんてき

負担
ふたん

を要
よう

する場合
ばあい

も想定
そうてい

されるため、配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

する側
がわ

にと

って過度
か ど

の負担
ふたん

となる場合
ばあい

を除
のぞ

いているものです。 

※  「過重
かじゅう

な負担
ふたん

」について 
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   「過重
かじゅう

な負担
ふたん

」を判断
はんだん

する要素
ようそ

としては、次
つぎ

のようなことが考
かんが

えられます。 

    〇事務
じ む

・事業
じぎょう

への影響
えいきょう

の程度
ていど

（事務
じ む

・事業
じぎょう

の目的
もくてき

、内容
ないよう

・機能
きのう

を損
そこ

なうか否
いな

 

か） 

     その配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

することによるサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

への影響
えいきょう

、事業
じぎょう

活動
かつどう

への

影響
えいきょう

の程度
ていど

。 

    〇実現
じつげん

可能性
かのうせい

の程度
ていど

（物理的
ぶつりてき

・技術的
ぎじゅつてき

制約
せいやく

、人的
じんてき

・体制上
たいせいじょう

の制約
せいやく

） 

     事業所
じぎょうしょ

の立地
りっち

状 況
じょうきょう

や施設
しせつ

の所有
しょゆう

形態
けいたい

等
とう

による、その配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

するた

めの機
き

器
き

や人材
じんざい

の確保
かくほ

、施設
しせつ

の整備
せいび

等
とう

の実現
じつげん

可能性
かのうせい

の程度
ていど

。 

    〇費用
ひよう

・負担
ふたん

の程度
ていど

 

     その配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

することによる費用
ひよう

・負担
ふたん

の程度
ていど

。 

    〇事務
じ む

・事業
じぎょう

規模
き ぼ

 

     その配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

等
とう

の規模
き ぼ

に応
おう

じた負担
ふたん

の程度
ていど

。 

    〇財政
ざいせい

・財務
ざいむ

状 況
じょうきょう

 

     その配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

の財務
ざいむ

状 況
じょうきょう

に応
おう

じた負担
ふたん

の程度
ていど

。 

   このような要素
ようそ

を総合的
そうごうてき

に勘案
かんあん

しながら、「過重
かじゅう

な負担
ふたん

」になるかどうかを個別
こべつ

 

   に検討
けんとう

し、判断
はんだん

していくことになります。 

 

・ この合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

うことについて、第
だい

１項
こう

では市
し

の義務
ぎ む

であることを、第
だい

２

項
こう

では市民
しみん

の努力
どりょく

義務
ぎ む

であることを、第
だい

３項
こう

では事業者
じぎょうしゃ

の義務
ぎ む

であることを、第
だい

４項
こう

では市民
しみん

が合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

う際
さい

に市
し

が支援
しえん

するよう努
つと

めることをそれぞれ

規定
きてい

しています。 

・ ここでいう「市民
しみん

」には、個人
こじん

としての市民
しみん

の他
ほか

に、各種
かくしゅ

団体
だんたい

なども含
ふく

まれます。 

 

 （相談
そうだん

） 

第
だい

１７条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

があったときは、必要
ひつよう

に

応
おう

じ、次
つぎ

に掲
かか

げる措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。 

 (1) 当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る関係者
かんけいしゃ

に必要
ひつよう

な助言
じょげん

及
およ

び情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うこと。 

 (2) 当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る関係者
かんけいしゃ

相互間
そうごかん

の調整
ちょうせい

を行
おこな

うこと。 

 (3) 関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きかん

に通知
つうち

、通報
つうほう

等
とう

を行
おこな

うこと。 

【解説
かいせつ

】 
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〇 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

を受
う

けた場合
ばあい

に、市
し

が講
こう

ずる措置
そ ち

について

規定
きてい

しています。 

 

 ・第
だい

１号
ごう

関係
かんけい

 

   第
だい

２号
ごう

の関係者
かんけいしゃ

の調整
ちょうせい

に先
さき

だって、相談
そうだん

内容
ないよう

の解決
かいけつ

に必要
ひつよう

な事実
じじつ

確認
かくにん

を行
おこな

いながら、相談
そうだん

を行
おこな

った者
もの

に対
たい

して、相談
そうだん

内容
ないよう

の解決
かいけつ

のために助言
じょげん

及
およ

び情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

うことを規定
きてい

しています。  

 

 ・第
だい

２号
ごう

関係
かんけい

 

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

を受
う

けたとする者
もの

と、行
おこな

ったとされる者
もの

をはじめとす

る関係者
かんけいしゃ

との間
あいだ

に入
はい

り、個別
こべつ

にそれぞれの事情
じじょう

や意見
いけん

を聞
き

き、問題
もんだい

解決
かいけつ

のための

調整
ちょうせい

を行
おこな

うことを規定
きてい

しています。 

また、「関係者
かんけいしゃ

の調整
ちょうせい

」には、他
た

の相談
そうだん

機関
きかん

等
とう

と連携
れんけい

して対応
たいおう

に当
あ

たる必要
ひつよう

があ

る場合
ばあい

の当該
とうがい

機関
きかん

など、両当事者
りょうとうじしゃ

以外
いがい

の関係者
かんけいしゃ

との調整
ちょうせい

も含
ふく

まれます。 

 

 ・第
だい

３号
ごう

関係
かんけい

 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

第
だい

７条
じょう

に基
もと

づいて養護者
ようごしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

に該当
がいとう

する

事案
じあん

を市
し

に通報
つうほう

する場合
ばあい

や、犯罪
はんざい

行為
こうい

と考
かんが

えられる事案
じあん

を警察
けいさつ

に通報
つうほう

する場合
ばあい

を

はじめ、第
だい

２号
ごう

に規定
きてい

する調整
ちょうせい

によって解決
かいけつ

を図
はか

ることが適当
てきとう

でない内容
ないよう

のもの

について、関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きかん

に通告
つうこく

、通報
つうほう

その他
た

の通知
つうち

を行
おこな

うことを規定
きてい

しています。  

 

【参考
さんこう

】 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２３

年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

７９号
ごう

） 

（障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の禁止
きんし

） 

第
だい

３条
じょう

 何人
なんぴと

も、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、虐待
ぎゃくたい

をしてはならない。 

（養護者
ようごしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

に係
かか

る通報
つうほう

等
とう

）  

第
だい

７条
じょう

 養護者
ようごしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

（１８歳
さい

未満
みまん

の障害者
しょうがいしゃ

について行
おこな

われる

ものを除
のぞ

く。以下
い か

この章
しょう

において同
おな

じ。）を受
う

けたと思
おも

われる障害者
しょうがいしゃ

を発見
はっけん

し

た者
もの

は、速
すみ

やかに、これを市町村
しちょうそん

に通報
つうほう

しなければならない。  
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２ 刑法
けいほう

（明治
めいじ

４０年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

４５号
ごう

）の秘密
ひみつ

漏示
ろうじ

罪
ざい

の規定
きてい

その他
た

の守秘
しゅひ

義務
ぎ む

に関
かん

す

る法律
ほうりつ

の規定
きてい

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

による通報
つうほう

をすることを妨
さまた

げるものと解釈
かいしゃく

して

はならない。 

 

 （あっせん） 

第
だい

１８条
じょう

 障
しょう

がい者
しゃ

（障
しょう

がい者
しゃ

自
みずか

らの意思
い し

を表明
ひょうめい

することが困難
こんなん

である場合
ばあい

にあっては、当該障
とうがいしょう

がい者
しゃ

の家族
かぞく

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

）は、自己
じ こ

に対
たい

する事業者
じぎょうしゃ

によ

る第
だい

１５条
じょう

又
また

は第
だい

１６条
じょう

第
だい

３項
こう

の規定
きてい

に違反
いはん

する行為
こうい

（以下
い か

「あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

」という。）に係
かか

る事案
じあん

について、前条
ぜんじょう

の相談
そうだん

によって解決
かいけつ

されないときは、

市長
しちょう

に対
たい

し、当該
とうがい

事案
じあん

の解決
かいけつ

のために必要
ひつよう

なあっせんを求
もと

める申立
もうした

てをすること

ができる。ただし、家族
かぞく

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

が申立
もうした

てをしようとする場合
ばあい

において、

当該
とうがい

申立
もうした

てをすることが障
しょう

がい者
しゃ

の意
い

に反
はん

することが明
あき

らかであるときは、この

限
かぎ

りでない。 

【解説
かいせつ

】 

〇 障
しょう

がい者
しゃ

が不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを受
う

けた際
さい

に、それを解決
かいけつ

するための「あっせ

ん」の申立
もうした

てについて規定
きてい

しています。 

 

 ・ 「あっせん」とは、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを受
う

けた障
しょう

がい者
しゃ

、その扱
あつか

いをした

とされる事業者
じぎょうしゃ

、両者
りょうしゃ

の間
あいだ

がうまくいくようにとりもつことをいいます。 

 ・ 「あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

」とは、第
だい

１５条
じょう

各号
かくごう

に規定
きてい

する不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

い又
また

は第
だい

１６条第
じょうだい

３項
こう

に規定
きてい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

義務
ぎ む

違反
いはん

のことをいいます。 

 ・ あっせんの申立
もうした

てができる者
もの

は、障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

となりますが、自
みずか

らの意思
い し

を

表明
ひょうめい

することが困難
こんなん

である者
もの

の場合
ばあい

は、その家族
かぞく

、後見人
こうけんにん

、親戚
しんせき

等
とう

の支援者
しえんしゃ

が

申立
もうした

てを行
おこな

います。 

   このように障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

以外
いがい

の者
もの

が申立
もうした

てをすることも可能
かのう

ですが、その申立
もうした

てが明
あき

らかに障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

の意
い

に反
はん

すると思
おも

われる場合
ばあい

には申立
もうした

てはできませ

ん。 

   （「障
しょう

がい者
しゃ

の意
い

に反
はん

することが明
あき

らかであるとき」とは、不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを受
う

けたと認
みと

める障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

に、あっせんを求
もと

める意思
い し

がない場合
ばあい

をいいま

す。） 
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  ・ あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

に係
かか

る事案
じあん

については、前条
ぜんじょう

の相談
そうだん

によりまずは解決
かいけつ

を

図
はか

ることとしています。 

相談
そうだん

によってもなお解決
かいけつ

が図
はか

られない場合
ばあい

に本条
ほんじょう

のあっせんの申立
もうした

てをする

ことができます。 

 ・ この条
じょう

の見出
み だ

し「（あっせん）」は、第
だい

１８条
じょう

及
およ

び第
だい

１９条
じょう

の共通
きょうつう

の見出
み だ

し

です。 

 

第
だい

１９条
じょう

 市長
しちょう

は、前条
ぜんじょう

の規定
きてい

による申立
もうした

てがあったときは、あっせんを行
おこな

う

必要
ひつよう

がないと認
みと

めるとき、又
また

はあっせん対象
たいしょう

行為
こうい

に係
かか

る事案
じあん

の性質上
せいしつじょう

あっせん

を行
おこな

うことが適当
てきとう

でないと認
みと

めるときを除
のぞ

き、栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

委員会
いいんかい

（以下
い か

「委員会
いいんかい

」という。）に、あっせんを行
おこな

わせるものとする。 

２ 委員会
いいんかい

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

によるあっせんを行
おこな

うため必要
ひつよう

があるときは、あっせん

対象
たいしょう

行為
こうい

に係
かか

る事案
じあん

の関係者
かんけいしゃ

に対
たい

し、必要
ひつよう

な資料
しりょう

の提出
ていしゅつ

及
およ

び説明
せつめい

を求
もと

めるこ

とができる。 

【解説
かいせつ

】 

〇 第
だい

１８ 条
じょう

の規定
きてい

によるあっせんの申立
もうした

てがあった場合
ばあい

に栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい

者差別解消推
しゃさべつかいしょうすい

進
しん

委員会
いいんかい

が行
おこな

うあっせんについて規定
きてい

しています。 

 

 ・第
だい

１項
こう

関
かん

係
けい

 

「あっせんを行
おこな

う必要
ひつよう

がないと認
みと

めるとき」とは、例
たと

えば、次
つぎ

のような場合
ばあい

をい

います。 

    ・ あっせんの求
もと

めが行
おこな

われた後
あと

に和解
わかい

が成立
せいりつ

し、対象
たいしょう

事案
じあん

が解決
かいけつ

した

場合
ばあい

  

    ・ 虚偽
きょぎ

に基
もと

づくあっせんの求
もと

めがあった場合
ばあい

など、対象
たいしょう

事案
じあん

が発生
はっせい

してい

ないことが明白
めいはく

である場合
ばあい

  

「あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

に係
かか

る事案
じあん

の性質上
せいしつじょう

あっせんを行
おこな

うことが適当
てきとう

でないと

認
みと

めるとき」とは、例
たと

えば、次
つぎ

のような場合
ばあい

をいいます。 

    ・ 行政
ぎょうせい

不服
ふふく

審査法
しんさほう

の規定
きてい

による審査
しんさ

請求
せいきゅう

ができる事案
じあん

など、他
た

の手段
しゅだん

で

解決
かいけつ

することが適当
てきとう

である場合
ばあい

 

    ・ 裁判所
さいばんしょ

で係争中
けいそうちゅう

の事案
じあん

である場合
ばあい
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    ・ 現
げん

に犯罪
はんざい

捜査
そうさ

の対象
たいしょう

となっている事案
じあん

である場合
ばあい

 

 

・第
だい

２項
こう

関
かん

係
けい

 

  あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

に係
かか

る事案
じあん

の関係者
かんけいしゃ

には、当事者
とうじしゃ

の他
ほか

、その事案
じあん

の解決
かいけつ

のため

に必要
ひつよう

と思
おも

われる者
もの

を広
ひろ

く含
ふく

みます。 

 

 （勧告
かんこく

） 

第
だい

２０条
じょう

 委員会
いいんかい

は、あっせん案
あん

が提示
ていじ

された場合
ばあい

において、あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

を

したと認
みと

められる事
じ

業者
ぎょうしゃ

が正当
せいとう

な理由
りゆう

なく当該
とうがい

あっせん案
あん

を受諾
じゅだく

しないとき

は、市長
しちょう

に対
たい

し、当該
とうがい

あっせん案
あん

を受諾
じゅだく

することその他
た

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずべきこ

とを勧告
かんこく

するよう求
もと

めることができる。 

２ 市長
しちょう

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

による委員会
いいんかい

の求
もと

めに応
おう

じて、当該
とうがい

求
もと

めに係
かか

る事
じ

業者
ぎょうしゃ

に

対
たい

し、当該
とうがい

あっせん案
あん

を受諾
じゅだく

することその他
た

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずべきことを勧告
かんこく

す

ることができる。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市長
しちょう

による勧告
かんこく

について規定
きてい

しています。 

 

 ・第
だい

１項
こう

関
かん

係
けい

 

  第
だい

１９条
じょう

の規定
きてい

により、委員会
いいんかい

が示
しめ

したあっせん案
あん

について、あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

をしたと認
みと

められる事
じ

業者
ぎょうしゃ

がそのあっせん案
あん

を受諾
じゅだく

しないときに、委員会
いいんかい

がそのあ

っせん案
あん

を受諾
じゅだく

すること等
とう

を勧告
かんこく

するよう市長
しちょう

に求
もと

めることができます。 

   

  「正当
せいとう

な理由
りゆう

」に該当
がいとう

する例
れい

としては、天災
てんさい

など事
じ

業者
ぎょうしゃ

の責任
せきにん

が問
と

えないような

事情
じじょう

を想定
そうてい

しています。 

 

 ・第
だい

２項
こう

関
かん

係
けい

 

  市長
しちょう

は、前項
ぜんこう

に規定
きてい

する委員会
いいんかい

からの求
もと

めがあった場合
ばあい

に、あっせん対象
たいしょう

行為
こうい

を

したと認
みと

められる事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、勧告
かんこく

をすることができます。 

 

 （公表
こうひょう

） 
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第
だい

２１条
じょう

 市
し

長
ちょう

は、前
ぜん

条
じょう

第
だい

２項
こう

の規
き

定
てい

による勧
かん

告
こく

を受
う

けた事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく当該
とうがい

勧告
かんこく

に従
したが

わなかったときは、当該
とうがい

勧告
かんこく

の内容
ないよう

その他
た

規則
きそく

で定
さだ

める

事項
じこう

を公表
こうひょう

することができる。 

２ 市長
しちょう

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

により公表
こうひょう

をしようとするときは、あらかじめ、当該事
とうがいじ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、勧告
かんこく

の内容
ないよう

及
およ

び公表
こうひょう

の理由
りゆう

を通知
つうち

し、意見
いけん

を述
の

べる機会
きかい

を与
あた

えな

ければならない。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市長
しちょう

による公表
こうひょう

について規定
きてい

しています。 

 

 

 ・第
だい

１項
こう

関
かん

係
けい

 

事案
じあん

解決
かいけつ

の仕組
し く

みは、第
だい

１７条
じょう

から第
だい

２０条
じょう

までに規定
きてい

する相談
そうだん

、あっせん又
また

 

 は勧
かん

告
こく

により、当事者間
とうじしゃかん

での相互
そうご

理解
りかい

を促
うなが

していくことで解決
かいけつ

を図
はか

ることを基本
きほん

と

しています。 

しかし、この仕組
し く

みでの解決
かいけつ

が難
むずか

しい場合
ばあい

を想定
そうてい

し、この条例
じょうれい

の実効性
じっこうせい

を担保
たんぽ

するための最終的
さいしゅうてき

な手段
しゅだん

として公表
こうひょう

という制度
せいど

を設
もう

けます。 

 

  公表
こうひょう

の内容
ないよう

は次
つぎ

のとおりです。 

   ・勧告
かんこく

の内容
ないよう

 

 ・勧告
かんこく

を受
う

けた対象事
たいしょうじ

業者
ぎょうしゃ

の氏名
しめい

及
およ

び住所
じゅうしょ

（法人
ほうじん

その他
た

の団体
だんたい

にあっては、

その名称
めいしょう

及
およ

び代表者
だいひょうしゃ

の氏名
しめい

並
なら

びに主
しゅ

たる事務所
じ む し ょ

の所在地
しょざいち

） 

・公表
こうひょう

の理由
りゆう

 

 

  公表
こうひょう

は、告示
こくじ

（その他
た

の適当
てきとう

と認
みと

められる方法
ほうほう

）により行
おこな

います。 

 

 ・第
だい

２項
こう

関
かん

係
けい

 

  公表
こうひょう

は、社会的
しゃかいてき

制裁
せいさい

としての効果
こうか

が大
おお

きいため、手続
てつづ

きに慎重
しんちょう

を期
き

す必要
ひつよう

があ

ることから、公表
こうひょう

の対象者
たいしょうしゃ

となる者
もの

から、公表前
こうひょうまえ

にあらかじめ意見
いけん

を述
の

べる機会
きかい

を設
もう

けています。 
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 （栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

委員会
いいんかい

） 

第
だい

２２条
じょう

 この条例
じょうれい

の規定
きてい

によりその権限
けんげん

に属
ぞく

させられた事務
じ む

を処理
しょり

し、並
なら

びに

市長
しちょう

の諮問
しもん

に応
おう

じ、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する事項
じこう

につい

て調査
ちょうさ

審議
しんぎ

並
なら

びに情報
じょうほう

の交換
こうかん

及
およ

び協議
きょうぎ

を行
おこな

うため、委員会
いいんかい

を置
お

く。 

２ 委員会
いいんかい

は、前項
ぜんこう

に規定
きてい

するもののほか、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

と認
みと

められる事項
じこう

について、市長
しちょう

に意見
いけん

を述
の

べることができる。 

３ 委員会
いいんかい

は、委員
いいん

１５人
にん

以内
いない

をもって組織
そしき

し、次
つぎ

に掲
かか

げる者
もの

のうちから市長
しちょう

が委嘱
いしょく

する。 

 (1) 学識
がくしき

経験
けいけん

を有
ゆう

する者
もの

 

 (2) 障
しょう

がい者
しゃ

又
また

はその家族
かぞく

 

 (3) 社会
しゃかい

福祉
ふくし

関係
かんけい

団体
だんたい

の関係者
かんけいしゃ

 

 (4) 事
じ

業者
ぎょうしゃ

 

 (5) 医療
いりょう

、福祉
ふくし

、保健
ほけん

又
また

は教育
きょういく

関係
かんけい

機関
きかん

の関係者
かんけいしゃ

 

 (6) 前各号
ぜんかくごう

に掲
かか

げる者
もの

のほか、市長
しちょう

が必要
ひつよう

と認
みと

める者
もの

 

４ 委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は、２年
ねん

とする。ただし、再
さい

任
にん

を妨
さまた

げない。 

５ 委
い

員
いん

が欠
か

けた場
ば

合
あい

における補
ほ

欠
けつ

委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は、前
ぜん

任
にん

者
しゃ

の残
ざん

任
にん

期
き

間
かん

とする。 

６ 委
い

員
いん

会
かい

に、委
い

員
いん

長
ちょう

及
およ

び副
ふく

委
い

員
いん

長
ちょう

１人
にん

を置
お

き、委
い

員
いん

の互
ご

選
せん

によって定
さだ

める。 

７ 委
い

員
いん

長
ちょう

は、委
い

員
いん

会
かい

を代
だい

表
ひょう

し、会
かい

務
む

を総
そう

理
り

する。 

８ 副委員長
ふくいいんちょう

は、委員長
いいんちょう

を補佐
ほ さ

し、委員長
いいんちょう

に事故
じ こ

があるとき、又
また

は委員長
いいんちょう

が欠
か

けた

ときは、その職
しょく

務
む

を代
だい

理
り

する。 

９ 前各項
ぜんかくこう

に定
さだ

めるもののほか、委員会
いいんかい

の組織
そしき

及
およ

び運営
うんえい

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じこう

は、規則
きそく

で定
さだ

める。 

【解説
かいせつ

】 

〇 あっせん等
とう

を行
おこな

うために設
せっ

置
ち

する「栃
とち

木
ぎ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

」に

ついて規定
きてい

しています。 

 

 ・ 委
い

員
いん

会
かい

が所
しょ

掌
しょう

する事
じ

項
こう

は次
つぎ

のとおりです。 

   ①あっせんを行
おこな

うこと。（第
だい

１９条
じょう

第
だい

１項
こう

） 

②あっせん対
たい

象
しょう

行
こう

為
い

に係
かか

る事
じ

案
あん

の関
かん

係
けい

者
しゃ

に対
たい

して資
し

料
りょう

の提
てい

出
しゅつ

、説
せつ

明
めい

を求
もと

め 

ること。（第
だい

１９条
じょう

第
だい

２項
こう

） 
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   ③市長
しちょう

の諮問
しもん

に応
おう

じ、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する事項
じこう

に

ついて調
ちょう

査
さ

審
しん

議
ぎ

並
なら

びに情
じょう

報
ほう

の交
こう

換
かん

及
およ

び協
きょう

議
ぎ

を行
おこな

うこと。 

 ・ 委員会
いいんかい

は、地方
ちほう

自治法
じ ち ほ う

第
だい

１３８条
じょう

の４第
だい

３項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づく市長
しちょう

の付属
ふぞく

機関
きかん

と

して設置
せっち

されます。 

 ・ また、委員会
いいんかい

は、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

第
だい

１７条
じょう

から第
だい

２０条
じょう

までに規定
きてい

する障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

としての役割
やくわり

も

担
にな

います。 

   ③の所掌
しょしょう

事項
じこう

は、この役割
やくわり

として行
おこな

うものです。 

 

 

【参考
さんこう

】 

 ・地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

法
ほう

（昭
しょう

和
わ

２２年
ねん

法
ほう

律
りつ

第
だい

６７号
ごう

） 

  第
だい

１３８条
じょう

の４第
だい

３項
こう

 

   普通
ふつう

地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、法律
ほうりつ

又
また

は条例
じょうれい

の定
さだ

めるところにより、執行
しっこう

機関
きかん

の附属
ふぞく

機関
きかん

として自治
じ ち

紛争
ふんそう

処理
しょり

委員
いいん

、審査会
しんさかい

、審
しん

議会
ぎかい

、調査会
ちょうさかい

その他
た

の調停
ちょうてい

、審査
しんさ

、諮問
しもん

又
また

は調査
ちょうさ

のための機関
きかん

を置
お

くことができる。ただし、政令
せいれい

で定
さだ

める執行
しっこう

機関
きかん

につ

いては、この限
かぎ

りでない。 

 ・障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２５年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

６５号
ごう

） 

(障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

) 

第
だい

１７条
じょう

 国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

であって、医療
いりょう

、介護
かいご

、教育
きょういく

その他
た

の

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

に関連
かんれん

する分野
ぶんや

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

するもの(以下
い か

この項
こう

及
およ

び次
じ

条
じょう

第
だい

２項
こう

において「関係
かんけい

機関
きかん

」という。)は、当該地方公共団体
とうがいちほうこうきょうだんたい

の区域
くいき

に

おいて関係機関
かんけいきかん

が行
おこな

う障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

及
およ

び当該
とうがい

相談
そうだん

に

係
かか

る事
じ

例
れい

を踏
ふ

まえた障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための取組
とりくみ

を効果的
こうかてき

か

つ円滑
えんかつ

に行
おこな

うため、関係
かんけい

機関
きかん

により構成
こうせい

される障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

(以下
い か

「協
きょう

議会
ぎかい

」という。)を組織
そしき

することができる。 

２ 前項
ぜんこう

の規定
きてい

により協
きょう

議会
ぎかい

を組織
そしき

する国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

の機関
きかん

は、必要
ひつよう

が

あると認
みと

めるときは、協
きょう

議
ぎ

会
かい

に次
つぎ

に掲
かか

げる者
もの

を構
こう

成
せい

員
いん

として加
くわ

えることができ

る。 

(1) 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

促進法
そくしんほう

(平成
へいせい

１０年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

７号
ごう

)第
だい

２条
じょう

第
だい

２項
こう

に規定
きてい

する
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特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

その他
た

の団体
だんたい

 

(2) 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

 

(3) その他
た

当
とう

該
がい

国
くに

及
およ

び地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

の機
き

関
かん

が必
ひつ

要
よう

と認
みと

める者
もの

 

(協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

等
とう

) 

第
だい

１８条
じょう

 協
きょう

議会
ぎかい

は、前条
ぜんじょう

第
だい

１項
こう

の目的
もくてき

を達
たっ

するため、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を交換
こうかん

す

るとともに、障
しょう

害
がい

者
しゃ

からの相
そう

談
だん

及
およ

び当
とう

該
がい

相
そう

談
だん

に係
かか

る事
じ

例
れい

を踏
ふ

まえた障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

を解
かい

消
しょう

するための取
とり

組
くみ

に関
かん

する協
きょう

議
ぎ

を行
おこな

うものとする。 

２ 関
かん

係
けい

機
き

関
かん

及
およ

び前
ぜん

条
じょう

第
だい

２項
こう

の構
こう

成
せい

員
いん

(次
じ

項
こう

において「構
こう

成
せい

機
き

関
かん

等
とう

」という。)

は、前項
ぜんこう

の協議
きょうぎ

の結果
けっか

に基
もと

づき、当該
とうがい

相談
そうだん

に係
かか

る事例
じれい

を踏
ふ

まえた障害
しょうがい

を理由
りゆう

と

する差
さ

別
べつ

を解
かい

消
しょう

するための取
とり

組
くみ

を行
おこな

うものとする。 

３ 協
きょう

議会
ぎかい

は、第
だい

１項
こう

に規定
きてい

する情報
じょうほう

の交換
こうかん

及
およ

び協議
きょうぎ

を行
おこな

うため必要
ひつよう

がある

と認
みと

めるとき、又
また

は構
こう

成
せい

機
き

関
かん

等
とう

が行
おこな

う相
そう

談
だん

及
およ

び当
とう

該
がい

相
そう

談
だん

に係
かか

る事
じ

例
れい

を踏
ふ

まえ

た障
しょう

害
がい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための取組
とりくみ

に関
かん

し他
た

の構成
こうせい

機関
きかん

等
とう

から

要請
ようせい

があった場
ば

合
あい

において必
ひつ

要
よう

があると認
みと

めるときは、構
こう

成
せい

機
き

関
かん

等
とう

に対
たい

し、相
そう

談
だん

を行
おこな

った障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び差別
さべつ

に係
かか

る事案
じあん

に関
かん

する情報
じょうほう

の提供
ていきょう

、意見
いけん

の表明
ひょうめい

その他
た

の必
ひつ

要
よう

な協
きょう

力
りょく

を求
もと

めることができる。 

４ 協
きょう

議
ぎ

会
かい

の庶
しょ

務
む

は、協
きょう

議
ぎ

会
かい

を構
こう

成
せい

する地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

において処
しょ

理
り

する。 

５ 協
きょう

議会
ぎかい

が組織
そしき

されたときは、当該
とうがい

地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

は、内閣府令
ないかくふれい

で定
さだ

めるところ

により、その旨
むね

を公表
こうひょう

しなければならない。 

(秘密
ひみつ

保持
ほ じ

義務
ぎ む

) 

第
だい

１９条
じょう

 協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

する者
もの

又
また

は協
きょう

議会
ぎかい

の事務
じ む

に従事
じゅうじ

していた者
もの

は、

正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

なく、協
きょう

議
ぎ

会
かい

の事
じ

務
む

に関
かん

して知
し

り得
え

た秘
ひ

密
みつ

を漏
も

らしてはならない。 

(協
きょう

議
ぎ

会
かい

の定
さだ

める事
じ

項
こう

) 

第
だい

２０条
じょう

 前
ぜん

３条
じょう

に定
さだ

めるもののほか、協
きょう

議会
ぎかい

の組織
そしき

及
およ

び運営
うんえい

に関
かん

し必要
ひつよう

な

事項
じこう

は、協
きょう

議会
ぎかい

が定
さだ

める。 
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資
料

し
り
ょ
う

提
出

て
い
し
ゅ
つ

・
説
明

せ
つ
め
い

要
請

よ
う
せ
い 

※  問題
もんだい

の解決
かいけつ

までには次
つぎ

のような手順
てじゅん

をたどります。 

 

                 問題
もんだい

の発生
はっせい

 

 

 

        本人
ほんにん

や家族
かぞく

等
とう

からの市
し

役所
やくしょ

（障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

）への相談
そうだん

 

 

 

       市
し

役所
やくしょ

からの助言
じょげん

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

・関係者
かんけいしゃ

相互間
そうごかん

の 

調整
ちょうせい

・関係
かんけい

機関
きかん

への通知
つうち

、通報
つうほう

等
とう

 

 

 

       栃木市
と ち ぎ し

障
しょう

がい者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

推進
すいしん

委員会
いいんかい

によるあっせん 

 

 

                      市長
しちょう

による勧告
かんこく

 

 

 

         も ん だ い か い け つ 

         問 題 解 決 
 

                            しちょう    こうひょう 

                            市長による公表 
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 （財政上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

） 

第
だい

２３条
じょう

 市
し

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

し、必要
ひつよう

な財政上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

めるものとする。 

【解説
かいせつ

】 

〇 市
し

が障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

するため、必要
ひつよう

な財政上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

に

ついて規定
きてい

しています。 

 

 （委任
いにん

） 

第
だい

２４条
じょう

 この条例
じょうれい

に定
さだ

めるもののほか、この条例
じょうれい

の施行
しこう

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じこう

は、

規則
きそく

で定
さだ

める。 

【解説
かいせつ

】 

〇 この条例
じょうれい

を施行
しこう

するために必要
ひつよう

となる事項
じこう

について、規則
きそく

で定
さだ

める旨
むね

を規定
きてい

して

います。 

 

   附
ふ

 則
そく

 

 この条例
じょうれい

は、平成
へいせい

３１年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
しこう

する。ただし、第
だい

１８条
じょう

から第
だい

２１

条
じょう

までの規定
きてい

は、同年
どうねん

１０月
がつ

１日
にち

から施行
しこう

する。 

【解説
かいせつ

】 

〇 この条例
じょうれい

の施行
しこう

期日
きじつ

について規定
きてい

しています。 

 

  この条例
じょうれい

の施行
しこう

期日
きじつ

は平
へい

成
せい

３１年
ねん

４月
がつ

１日
にち

とします。ただし、周
しゅう

知
ち

期
き

間
かん

を設
もう

け

る必
ひつ

要
よう

があるあっせん（第
だい

１８条
じょう

・第
だい

１９条
じょう

）、勧
かん

告
こく

（第
だい

２０条
じょう

）、公
こう

表
ひょう

（第
だい

２

１条
じょう

）の規
き

定
てい

については、同
どう

年
ねん

１０月
がつ

１日
にち

からの施行
しこう

とします。 

 

   附
ふ

 則
そく

 

 この条例
じょうれい

は、令和
れいわ

６年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から施行
しこう

する。 

【解説
かいせつ

】 

〇 この条例
じょうれい

（一部
いちぶ

を改正
かいせい

する条例
じょうれい

）の施行
しこう

期日
きじつ

について規定
きてい

しています。 

 


